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異なる言語地図の総合と比較

1.異なる書斎地図の集計 ･総合から重ね合わせ-

研究代表者は､パソコンで動く言語地図作成システムSEALを開発した当初から､個別

の言語地図の作成に加え､複数の言語地図を集計し総合することを行ってきた｡SEALの改

訂にあたっては､両方の機能の維持と発展を模索した｡複数の言語地図を集計し総合した

結果を地図に表示することができることがSEALの特色であった｡最新バージョンのSEAL

version7.OJにおいては､異なる言語地図の総合を画面上の重ね合わせで行うという新しい

方法を提案した｡2005年の 12thlnternationalCongressonMethodsinDialectology

(MethodsXII)において､このことについて紹介し､以下のようにProceedingsにまとめた

(Fukushima2007).

ChitsukoFtikn8hina.Qoo7)`̀Superinpo8ingLinguisticMapstOTraceLinguistic

Changes.''LizzgTLigb'mA血 b'ca27･282006-2007,pp.40･45.

言語変化を跡づける手法として､複数の言語地図の重ね合わせの有用性を説き､言語地

図作成システムSEALで行ってきた重ね合わせの手法を紹介した上で､新しい重ね合わせ

の方法について報告した｡複数の言語地図そのものをパソコンの画面上で重ね合わせると

いうものである｡同種調査を統合するために融合する場合と､調査時期の違う言語地図を

比較するために重ね合わせる場合とがある｡後者では､色調を変えて同じ地図上に示すの

で､よりクリアに言語変化の様相を捉えることができる｡

2.言語地図の作成の意味とそのプロセス

本研究期間中に､複数の機会を捉えて､言語地理学で言語地図を作成するということは

どういうことかということについて考えることができた｡そのきっかけになったのは､国

立国語研究所主催の第 14回(平成 19年度)国際シンポジウム ｢世界の言語地理学｣(平成 19

年 8月 22日･23日)において､-日日の発表のコメンテーターという役割を与えられた

ことだった｡日中韓および欧米の言語地理学者の発表を横断的に見ることで､言語地図の

作成の意味やそのプロセスについて考えが及び､その観点からコメントを行ったのである｡

このコメントの内容は後に 『日本語科学』-の日本語の寄稿論文としてまとめる機会を得

た(福嶋2008).またWebJournalDlalectoloBT'aNumberlのReviewsandSummaries

として､このシンポジウムについての英語による報告を二日目のコメンテーターである

DavidHeapとともに行った (FuknshimaandHeap2008). さらに､MethodsXHIにお

いて､コンピュータ登場後の言語地図作成のプロセスに焦点をあてて､SEALによる活用例

を紹介しながら発表を行った (Fukushima2008).
■
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福嶋秩子 (2008)｢世界の言語地図作成 ･活用状況に見る言語地理学の現状と課題｣(寄稿
論文)国立国語研究所 『日本語科学』第23号 pp.5-15.

アジアとヨーロッパの言語地理学者による各地の言語地図作成状況と活用方法について

の国際シンポジウムでの発表をもとに,世界の言語地理学の現状と課題を概括した｡まず,

言語地図作成は,方言境界線の画定のため,あるいは地図の分布から歴史を読み取るため

に行われてきた｡さらに言語学の実験や訓練の場という性格もある｡地図化にあたり,等

語線をひいて境界を示すこともできるが,言語の推移を示すには,記号地図が有用である｡

また,伝統方言の衰退もあって社会言語学との融合が起き,日本ではグロットグラムのよ

うな新しい調査法が生まれた｡情報技術の導入により,言語地図作成のためのデータは言

語データベースあるいは言語コーパスという性格が強まった｡コンピュータを利用した言

語地図の作成には,1.電子データ化,2.-定の基準によるデータの選択 ･地図化,3.

他のデータとの比較 ･総合 ･重ね合わせ ･関連付け,4.言語地図の発表 ･公開,という

4段階がある｡最後に,言語地図作成の課題は,言語データの共有 ･統合,そして成果の

公開である｡

ChitSukoFuu血inaandDavidHeap.C2008)"A Reportonthehtemational

Conference'･G鮒linguiBtic8aroundtheWorld■-WebJournalDidikTbkg'81,1351156.

ReviewsandSum arie8.http://www.pubhcacionB.ub.edrevi8teddial∝tologiau

アジアとヨーロッパの言語地理学者による各地の言語地図作成状況と活用方法について

の国際シンポジウム (2007年8月)の報告をもう一人のコメンテーターとともに行った｡

Chit8ukoFbkn8hina.(加08)̀Trogre88ingeolinguiBtic8'･Wh athasbeenmadepo88ible

usingacomputer?''Apaperpre8entedat13thlntemationalCongre880mMethodsin

Dialectology(MethodsXⅡD,LeedBUniversity,LeedB,UK

コンピュータが導入されて以後の言語地理学の発展のありさまについて､国際シンポジ

ウム ｢世界の言語地理学｣での講演と発表者の研究から例をとり､概説した｡コンピュー

タ利用のメリットは､言語データのデータベース化 (あるいはコーパス化)である｡コン

ピュータによる言語地理学の過程は4段階に分けられる｡ 1.電子データ化,2.データ

の選択と地図化,3.データの比較 ･総合 ･重ね合わせ ･リンク,4.成果の公開,であ

る｡データベース化は第2の段階で実感でき､第3の段階はコンピュータの進歩により､

多様な方法で行われている｡今後の課題として,デ十タの共有や統合,そして公開の方法

の検討がある｡

3.異なる言語地図の比較

言語地図作成の多様な発展の一段階として､異なる言語地図の比較がある｡この中には､

異なる言語調査の結果に基づく言語地図の比較が含まれる｡､まず､同じ調査地域を含む言

語地図であっても､全国や地方などより広い地域を対象とした広域言語地図と狭い地域を
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対象とした微細言語地図では､読み取れる語の歴史のスパンが異なり､比較することでよ

り詳しい言語変化の道筋を明らかにすることができる｡また､同じ調査地域であっても､

異なる世代を対象とした言語地図は､言語の適時的変化をそのまま言語分布に投影した形

で見せてくれる. 前者の例として､中国地方五県言語地図(LinguisticAtlasofFive

ProvincesofWestJapan:IAFP)と出雲西南部言語地図(LinguisticAtlasofSouthwestern

lzumo)の比較における言語地図の総合を､後者の例 として､方言文法全国地図

(GrammaticalAtlasofJapan:GAJ)と短大生の方言 (DialectsofCollegeStudentsin

Niigata:DCSN)の比較における言語地図の重ね合わせをあげた (Fukushima2010).

ChitStiko仙 8hina.C2010)"ComparingLinguisticMapSfromDiJrerentStmey8:'Web

JournalD2'dbcblogia4,13･22.http://m .publicacion8.ub.e8/reviSte8/dialectologial/

Therearefourstepsintheprocessofmap-makingusingacomputer:1)Electronic

data production,2) sorting and mapping data,3) Comparing,integrating,

superimposing,andlinkingdata,and4)Publishinglinguisticmaps.Thethirdstage

includescompannglinguisticmapsfrom differentsurveys.Inthispaper,map

comparisoninthisstageisfocusedanditsexamplesareintroducedtoprovethatthe

procedureisnecessarytoinvestigatedetailedcoursesoflinguisticchange.First,

linguisticmapsofdifferentsurveysincludingthesameareaarecomparedtoobtain

interpretationsfrom differentperspectives.Second,linguisticmapstargetedfor

differentgenerationinthesameareaarecomparedtoillustratechronologicalchanges

shownasgeographicaldistributions.

【本報告書に転載】

4.言語地図の総合と解釈

言語地図の作成は､語形をそのまま書き込むのでないかぎり､解釈なしに行えないこと

は言うまでもないが､言語地図の総合も解釈に基づいて行われることになる｡SEALを用い

て行った言語地図の総合から2例を示す｡一つめは､小語嚢体系の言語地図の総合で､徳

之島の親族名称の総合を例にあげて示した｡親族名称の各項目の言語地図をまず描き､そ

れを比較したところ､親族名称を語形の分布と位相的特徴から4つのグループに分けるこ

とができた｡グループごとに語形を集計 ･総合し､それを地図に表わすことで､徳之島の

親族名称の階層的構造を明らかにすることができた｡二つめは､音韻地図の総合である｡

音韻地図を集計 ･総合することで徳之島における音韻体系の地域差を明瞭に示すことがで

きた (Fukushima近刊).

ChitsukoFtiku8hina.(近刊)integratingungui8ticMapstOShow Scholastic

Interpretation."WebJoumdDhZectaloB2'aSpeciali88ue.
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http:Nwww.publicacion8.ub.e8/reviBte8/dialectologiaI/

Therearefourstepsintheprocessofmap-makingusingacomputer:1)Electronic

data production,2) Sorting and mapping data,3) Comparing,integrating,

superimposing,andlinkingdata,and4)Publishinglinguisticmaps.Thethirdstage

includesintegratinglinguisticdatafromdifferentitems.Inthispaper,mapintegration

inthisstageisfocusedanditsexamplesareintroducedtoprovethattheprocedureis

alsobasedonscholasticinterpretation.First,linguisticmapsofasmalllexicalsystem

areintegratedtodepictlexicalstratificationinthearea.Second,linguisticmapsmade

fromthephonologicalpointofviewareintegratedtoshowphonologicalstratificationin

thearea.Phonologicallycontrastiveareasandphonologicallytransitionalareasare

expressedbyintegratedmaps.

【本報告書に転載】

5.異なる世代を対象とした青静地図

学生対象の方言アンケー ト調査を行い､若い世代の言語状況を示す言語地図を描いてき

た｡北海道方言として有名なナマラは実は新潟発祥である｡本家の新潟で､伝統的な用法

のナマラの衰退の一方､新しい用法のナマラの存在を示した (福嶋2007)｡また､ナマラ及

びそれ以外の強調表現の分布や､全国的に新方言として名高い ｢自動車学校｣や新潟の新

方言と見られる ｢そろそろ｣などの言語地図を作成して､若者言葉における方言の動態を

継続的に報告した｡

福嶋秩子 (2007)｢ナマラの現在｣新潟県ことばの会 『ことばとくらし』第 19号 pp.横

64･65

新潟県の方言として有名なナマラについて､方言辞典 ･方言書での記述と､短大生の方

言における使用の実態 (言語地図と使用例の記述)を比較し､若い世代で新しい意味の用

法が広がっていることを指摘した｡伝統的用法は中越 ･下越で ｢おおよそ｣という意味で

あるのに対し､若い世代では ｢非常に｣という意味である.沼垂方面の高年層の相法が取

り入れられ､新潟市中心に若年層に広がったものと思われる｡

福嶋秩子 (2009)｢新潟の女子短大生の方言 一自動車学校 ･そろそろ･ナマラー｣新潟県

生活文化研究会 『新潟の生活文化』15号 pp.18･20

新潟県出身の女子短大生の方言についてのアンケー ト調査結果を言語地図化し､報告し

た｡｢自動車学校｣｢そろそろ｣では､新方言とみられる方言形がみつかった｡ ｢ナマラ｣で

は､老年層とは異なる新しい用法の分布と､ナマラ以外の強調を表わす語形の地図を示し

た｡
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6.まとめ

言語地理学は､言語地図を用いてその地域の言語史を明らかにしようとする学問である｡

言語地図をどう読むかということは､実は言語地図をどう描くかということと同義である｡

分布から歴史を読み取り､その解釈を明瞭に示す言語地図を描くことで､言語変化のプロ

セスが明らかになる｡

個別の言語項目から､観点を変えればいくつもの言語地図ができる｡語嚢の地図､文法

の地図､音韻の地図､意味の地図､表わす物の地図｡あるいは前半部の地図､後半部の地

図｡一方､複数の言語項目のあるとき､語嚢や文法や音韻といった言語的特徴の共通性で

総合していくことができる｡また､言語的特徴に関係なく､地理的分布の共通性で総合し

ていくこともできる｡どの特徴に着目するかは､解釈で決まってくる0
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AthzsofJupqll(GAJ)areexiaJnPlesofⅡはpsfromabird'sヾyeview.AtlaslingZLish'qzle

deIqFmnce(juF)isAnothertypicalexwple丘om dieWeSIem tmdidonof

Seo血guistics.nelin即isticdistributionsofsuchwideiLreaadASeSleadtutomakean

itlteqWetatiotLOfcenttdesoforlongerlinguistichistoryinthearea.Ontheodler血 d,

dieloutlinpisticatlasstpeyedinasmllaqeaczLnguideustoexaminespeciJic,

sometimesindividml血辞lislicchzLngeSinthe/regionhtheJapJleSetmdidonof

さeOlinguislics,thesurveyismadeateveryhamletintheareaasdieul血姐teStyleofa
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thorough regional飢lⅣey(we,SOtO甲eak,"combthearea叩).TheseⅡupsarewbt

GrootzLerSCalled"血 utelinguisdc皿はPS'-aJIdequivdenHowhtK.Jabergcaned

"KleizubtlmtetL''(GmOta的 ,1976:50)･OfcotLrSe,dlCreareVariouslevelsofsuⅣeys

inbetweentheseextremes:aprefectureProvince)･level,adistrict-level,etc.

3.Comprisono-wideAreahguisticm叩‡AndmitLtlteliJIgtlisticmJLPS

Tbeauthorexamineddisbibudonpauemsin血即istictrLaPSOfLt'llgZItSticAtlasa/

tlteFiveProyV'TICeSOfWafJapo〃lW ]什Ⅰ血to1965),whosedataWereObtained

丘omthehnpdsdcsuⅣeymade丘om1955to19611Tieathscoverswideareabutis

districtlleveI,middlesizebetweennAtiondandlo腿Iatlases.ThesuⅣeyedareais

locatedwesttoKyoto,thehistoriccapitalofJapn,aJldthesoudlempartOfthearea

(SaJl'yo)hasmorepopuhdonandtmLRcdlaJlthenordlempart(SaJl'in).ThsdieZmin

wavesOfnewwordssprcad血measttowestaJldfromsouthtonordlin血isarea(See

FigureI).

OU山血 blJe馳血

(ll)
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Ch伽 bFubLShimq

SomeJZLaPSintheaddsincludewordfon鮎relatedwithphonologicalc血 gesof

allOlddiphd10ng/Atd.Thediphthongbecame/○:/inthesoudlemP鵬,SaJl'yoDialect

Area,Whileitbecame/a:/inthenoI也empart,San'inDialectAm.Somem叩Shave

cle町isoglossesbetweenthe/oJareaZLndthe/8:/area.Theseisoglossesofsixnaps

wereⅡはnuauyaCCtnuhledaELdtheBequeJICyOf血eswasshown zLSthewidthofthe

line伊igtm 2).b抑mePET,Linesbttndle,azLdindieO血訂 part,linesdiml紙.Itis

expecteddlatWOrdsinthesouthemdialectareaSpreadtothenorthem dialectaDe&

donem血 roadscomectIJlgthesouthaJIdthenorth.

Fieure2.Acctd atedisoglosestodividedie(0:】m andthela:)am&

Tbisresdtpromptedtheau血ortodoageolinpislicsllⅣeyin1977and1978to

m止e 血̀ telinpisdczzups"inoneofdiekeyiLreaS.Thesurveyedazea,

sou血westemk一一mO,islocatedonthedialectborderbetwemtheSaJI'yoDialectA代a

皿dtheSaA'inDialectA柁Aandalongthemainroadco皿eC血gtwocities,HiroshiⅡ姐

inthesouthemAreaZLndMatsueintheno血cma托a伊igure3).Am ongthesurveyed

items,'mApSWereSelectedaJIdexamiJledwidlthefoctuonphonologicalchAnさeSCited

above(lau]>lo:】VSlau]>【a:))伊t血娼him 2000b).
r1-

16
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TbefoII馴叫gImpsWeremadeu五mgSEALIAsohAreWO- さOnaPC･Taking

advaJItaSeOfaco叩uter-assistedapproach,whatwecalI仙contrastm叩S"weremadeto

integmtem叩Sbycountinさthe丘equencyofcoJltraSdveword-fom sateachlocality

through linguisdcmapsa血lplottiz)gdle丘guFeS&SSymbolswithdjfrerentSiZeSand

colorsinalinguistictmpげtdaAizzLaandnikuh 2002).Wh emは14Ⅱ旭pSOfverb

aJldadjectivefornshaveSimi1町geOgmPhicdisbibudons(FigtLre4),21lexicalm叩S

havequitedifferentdistributions(Figtue5).Thiswascausedbylexicddifhsion丘om

southtotlor也,whichocctmedmorepowerfullyinlexicalm叩S.nLePradip

interferedwithdieeVOlulioninmorphologicalm叩S.Someinform tsthingbodll0:I

formiLndthela:】fom reportedthatthelo'.]fon鮎SPrC各dinさ丘omthesouthwerenew.

Tbecomparisonofmaps丘omdifferentsuⅣeyssupportedaJ)dconk edthe

originalinterpretadonoflaJl即ageChaJ)さeS.

FigtJZt3.Sou血westem血mo:StLrVeyedaJqOEmiAtltethguisticn鳩PS

ITheaudlordevelopedSEALaso舟Waresystemforpctwmlcomput耶tOhelpm血 血 guisdczLu四･Jt
b s血 usedforindividulm甲山血 さmd8Isoformpintep tion(FtLkushitb AF止血 2002)･
Thesysteznc的bedow山側dedatthewebsite.
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Fi喜tJre4.htep 血さmOPholodcaltnJPS托htedwidldleOlddわhdwnさ【8u)

Figtm 5.hlep血さIexicdn姐PS托hledwidltheolddiphthonさtau】

4.Conprisonol伽pisticJnAPSbrgetedfordiJTerentgenerations

Bodllinguistic8thsesexaminedabove訂ebasedonsurveysofinfortw tsinthe

sixtiesorolder.Evend10ughthetimediLrerenceisappropdately20years,clear

lhguisticchaJleeSarenOtfound.However,lin即isticmapstargeledfordifferent

generadoninthesazneareacallbecompzLredloillustrateClmnologiedchansesshown

asg∞graPhicaldistributions.

HerecomparedareGTILllll〝taticoIAtlqsof.Iapoll(OAJ)aJldDialectsoJCollege

StlJde〃tsillNiigqtnPCSN).ThenadonwidesuⅣeyforGAJwasmade丘om1979to

18
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1982andtheinfortw tswereindLeSixtiesorsev仇desat也attime.nesurveyfor

DCSNwasⅡはde丘om 1994to2002aJIddieinfortnantswere18-20yearsold.Thus

dlereisapproxiutely60-70ye町diLrerenceconcemJlgtheinfortm ts'birthyear･

OnlydiedataofiJlfomzLntShNiigataPbfectwewasuSedforcompzLnSOn.See

Figtve6forthelocationofNiigataPrefecture.TbeliJIguisdcⅡはPSOfdieSane

linguisdcitem b̀ecatue"weredrawn aJldsupenmposedtlSugSEAL.Figtve7showmg

thedialectsoftheelderlyisbasedontheGAJdabpublishedon也eweb.Thereare

sa血anditsrelatedfonm,dlofwhichweredescendaJltSOfsokm'"becatはe"usedinthe
●

K且m姐iuea,ceJIIerofwestJapaJl.FiprelshowmgthedidectSofyoungstudetltSis

basedonthe血tacouectedbytheauthor.thenewword恥 derivedfromsake.is

distributedinthebroaderzLrea,driviJlさSakeintoisolatedlocalities.Figu代7aJ)dFigtqe

8aresuperiJnPOSedtomakeFigtve9,whichshowstwom叩SindiffcTentco一ors

a;tikushima2007).

Fiprc6.Nii夢bPrefec仙帽:StpeyeJA代a

(15)
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5.CotLCltLSiotL

hgeolinguisdcs,hnguisticmaps鮎mdiLrerentsuⅣeysczLJlbecoznparedfor

variotu托&SOnS･Onereasonistoco血 interpretadonSfromdifrerezLtPergeCtives.

TbewideiLrealingt血icmapsandminutelinguisticⅡはpShavecompletneJltaJySCOPe$

ofinterpretatioJISaboutliJlguis-ichistoryinthestmeyedam .Anotherreasonisto

tracebgtdsdc血 LngeSinrealtimebycomp- g血guis-ic-ps叫getedfordifferent

geJleradon･ThecomputeMSSistedapproachhasp-omotedthismethodanditsfuJther-

developmetltisexpectedbym血 さuSeOfGIS.
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IntegratingLinguisticsMapstoShowScholasticInterpretation
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Abstract

Therearefourstepsintheprocessofmap-makingusingacomputer:1)Electronicdataproduction,

2)Sortingandmappingdata,3)Comparing,integrating,superimposing,andlinkingdata,and4)

PublishinglingulSticmaps.ThethirdstageincludesintegratinglingulSticdatafromdifferentitems.Inthis

paper,mapintegrationinthisstageisfocusedanditsexamplesareintroducedtoprovethattheprocedure

isalsobasedonscholasticinterpretation.First,lingulSticmapsofasmalllexicalsystemareintegratedto

depictlexicalstratificationinthearea.Second,linguisticmapsmadefromthephonologlCalpointofview

areintegratedtoshowphonologicalstratirlCationinthearea.Phonologicallycontrastiveareasand

phonologlCallytransitionalareasareexpressedbyintegratedmaps.

Keywords

GeolingulStics,lingulSticmaps,1hgulSticvariation,mapintegration,scholasticinterpretation

1.Introduction

ThepapersreadatanintemationalsyllpOSiumongeolinguisticspromptedthe

authortoreviewthecu汀enttrendsingeolinguisticsaroundtheworldasacomme山ator.

ThosepapersaretobepublishedinthisspecialissueofDialectologia･Thereviewhas

beenalreadypublishedaspartofareportcoauthoredwithDavidHeaplnthefirstissue

ofDialectologia(FukushimaandHeap2008)･

InthedescriptionofcurrenttrendsofgeolingulStics,theauthorreviewedthat

therearefourstepsintheprocessofmap-makingdsingacomputer:1)Electronicdata

production,2)Sortingandmappingdata,3)Comparing,integrating,superimposing,

andlinkingdata,and4)Publishinglinguisticmaps(FukushimaandHeap2008:142).

ThefirstandsecondstepsareenoughformakingalingulSticmap.However,Oncemany
lingulSticmapsaremade,theyneedtobecompared,integrated,superimposed,and

linkedtomakedeeperanalysis.Thisthirdstepincludesth占followingprocedures:1)

ノ

し
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Integratinglinguisticdatafromdifferentitems,2)GIS(Geographicinformationsystem)

andsuperimposingmaps,3)Oldmaterialsandnewmaterials,4)Linkingwith

multimediainformation,and5)Statisticalanalysis.Inthispaper,mapintegrationis

focused,andtheexamplesofanalysisareintroducedtoprovethatlingulSticmapsare

comparedorintegratedtoshowscholasticinterpretation.

2.UsingSEALtointegratelinguisticmaps

TheauthorhasdevelopedSEALasoRwaresystemforpersonalcomputersto

helpmakelinguisticmaps.Thesystemhashadafunctiontointegratelinguisticmaps

fromitsverybeglmmlngin1983whenitwaspublished.SEALhasbeenusedfor

individualmapmakingandalsoformapintegration(Fukushima&Fukushima2002).

TheintegrationuslngSEAListhebasictypeofquantificationtoprocessthe

geolinguisticdqtaindialectometry･Wh ereasthestudiesindialectometryoftenhavethe

aimtodemarcatelinguisticareas,theauthor'smethodisdifferent･Integrationisdone

basedonthescholasticinterpretation.Themapstobeintegratedandthewordstobe

countedareselectedbytheresearcher.Thequantificationissimple;itlSJustadditionof

frequency.AftereachmapISmade,relatedmapsareintegratedandthelinguistic

variationordiffusionisvisualizedonthemap.

Linguisticmapsarenotonlyonglnaldatausedtoreconstmctthelinguistic

historyoftheareabutalsotheresultofinterpretation,thatis,thechallengeforthe

linguisticreconstruction.Wh enmakinglinguisticmaps,wordformsareselectedbased

ontheintelpretation,butwhenintegratinglinguisticmaps,thelingulSticm叩Sare

selectedbasedontheinterpretation.Whatisimportantinthismethodistodecidewhat

lingulSticfeatureisfocused.

●
3.ComparIngOrintegratinglinguisticmaps

Wh enwehavelingulSticmaps,Wecompareorintegratetheminthenextstep.

Wehaveseveralreasonstodoso.Therearelinguisticmapsthathavesimilar

distributions･Thisiscausedby…intemalreq_sonssuchascommonlinguisticfeatures

(semantic,phonological,morphological,andsyntactic)aswellasextemalreasonssuch

asthearealboundaryortheprestigeofacertaindialectorword-forms"(Fukushima

2007:40).Thecomparisonorintegrationoflinguisticmapscanleadtofurther

understandingofthearea. ･｡､

Letmetakeoneexample.Somelinguisticmapsofrelatedlexicalitemsmakeup

(20)



onesmalllexicalsystem.Theirlinguisticm叩SO鮎nshowsimilarorrelated

distributions.Bycompanngthem,linguisticchangescouldbeexaminedmore

thoroughly･Forexample,thekinshipte-sortheTokunoshimaDialect,Amami,Japan

wasanalyzed(Fukushima1995,Fukushima2000b).Tokunoshimaisanislandlocated

inthesouthwestofJapan.SeeFig.1.

れbh』pd AzrLaJni

Ft6.1 山側Ii仰 Ofstqvqd榊

ThesuⅣeyofkinshiptenswasconductedbytheauthorandcolleaguesin

1970'S.Thekinshiptermsfoundinthesurveyweregroupedintofourgroupsbasedon

thegeographicaldistributionsandregisters.Fourgroupswereidentified:

ProtoITokunoshimaType,OriginalRyukyuType,AdaptedRyukyuType,andModem

TypeintheestimatedchronologlCalorder.Thenwordsineachgroupwerecountedand

thevariationoftotal&equencylneachgroupwasdisplayedinintegratedlinguisti-c

m叩SOftheisland.Proto-TokunoshimaTypeisfわundseparatelyintheno仙 andthe

south.TheOriginalRyukyuTypeisfoundinthesouthandmakescomplimentary

distributionswiththeA血ptedRyukylType.TheModemtypeisscatteredover也e

island.TheformationofthelingulSticdistributions'wasexplainedasdialectal

stratiflCation(Figs2A-2E).

(21)



Fig.2A Proto-TokunoshimaType

Fig.2C AdaptCdRyukyuType

(22)
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NotonlylexicalstratiflCationshownabovebutalsophonologlCalstratiflCation

canbeidentifiedbyintegratinglinguisticmaps.Hereintroducedaretheexamplesalso

fromtheTokunoshimaDialectintheRyukyuDialectsoftheJapaneseLanguage.

GroupsofphonologlCallinguisticmapsarecomparedandintegratedtoglVeevidenceto

explainthereglOnalvariationordifAISion.

4.Data

4.I0riglnaldata

Thegeolinguisticdatawascollectedbyanative-speakingdialectolo由stTakahiro

Okamurain1977.Hesurveyedat52localitiesontheisland.Afterthesurvey,the

authorandcolleaguesworkedwithhimasateamtoanalyzethedataandreportthe

result(Okamura1978).Latertheauthorcontinuedtheanalysis.Sheisresponsiblein

makingelectronicdata,mapplngandanalyzlngmapsf♭rthisp叩er･1

4.2TokunoshimaDialect

TheTokunoshimaDialectbelongstotheA血amiDialect,asub-dialectgroupof

theRyukyuDialects,oneofthetwomaindialectbranchesoftheJapaneseLanguage.
)

1TheGrstversionoftheanalysiswaspresentedatMethodsX(1999)andprintedasFukushima(2000a).

(ノヽ
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ThereareregularphonologicalcorrespondencesbetweentheRyukyuDialectsand

StandardJapanese.ThusthemapsweremadeandclassifiedbasedonsuchphonologlCal

co汀eSpOndences.

WhileStandardJapanese(hereaRerSJ)hasa丘vevowelsystem,theAmami

Dialect(hereafterAD)hasasevenvowelsystem(SeeFig.3):

Fig.3 ComparisonofVowelSystem

StandardJapanese AmamiDialect

/i/ /u/ /i/ /U /u/

/ら/ /o/ /e//E//o/

/a/ /a/

*SJ/o/:AD/u/,SJ/e/:AD/I/ (/I/and/E/arecentralvowels.)

5.PhonologicallycontrastiveareasinTokunoshima

TherearemanylinguisticmapsshowlngClear-cutsystematicdistributionswhich

reflectphonologicallycontrastivereglOnSinTokunoshima.Theyareclassifiedbasedon

phonologicalcorrespondencestoSJ.Shownherearepartofthem,themaps

correspondingtoSJ/S-/:specifically/sa/,/si/,/su/,/se/,and/so/.Eachcorrespondence

hasmorethanonelinguisticmap.Thevariationofphonologicalco汀eSpOndencesis

summ arizedasinTable1.

Table1VariationofphonologicalcorrespondencesinTokunoshima

Area/system /S〟 /si/ /su/ /se/ /so/

North sa句a S'1' sj'1' sju

South Sa sji sT Su

ThisvariationisclearlydepictedinFigs4-8.EachmapISanintegratedmap

correspondingtoeachphonologicalcorrespondence.Thefrequencyofrelevant

phonologlCalfom iscountedateachlocalityandthesymbolswithdifferentsize,color,

Orshapeareplottedbasedontheaccumulatedfrequency;thusthismethodwascalled

"cumulativeidentitymethod"byF.Inoue(Inoue1996a&1996b).Inthesemaps,the

symbolsareplottedonlywhenthe丘equencyequalsorisovertheflgureSetaftersimple

statistics.

Seetheintegratedmapof/sa/(Fig.4).This･isthecombinedresultofthreemaps;
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thus"No･ofItems-3"･Herelsa]andlsja]arefound.The"mode"ofRequencywas

usedascriteriatoplotthesymbols.Themodeisaterm instatisticsmeanlngthefigure

thatisfoundmost.Inthecaseof/sa/,themodeoflsa]was2andthatoflsja]was1.

Thusasymbolwasplotted,whenthe丘equencyoflsa]is20rmoreandwhenthe

kequencyoflsja]is1ormore;thustheseareexpressedas"No.1Level-2"anduNo.2

Level-I".Figs518followthesameprocedure.

Inthemapof/sa/(Fig.4),thepalatalizedlsja]Occursinthenorthwestofthe

island･Inthemapof/si/(Fig.5),lsjilisfoundinthesouthwhereasls'1']withacentral

vowelisfoundinthetwonorthemtowns.Inonelocalityofthenorth,lsji]isfound.h

themapof/su/(Fig.6),thesameformsarefoundbutinthedifferentdistributions.In

thecaseof/se/(Fig･7),thepeculiarsoundlsj'1'](acombinationofthepalatalizedsand

thecentralvowel)isfoundinthenorthandls'l']inthenorth.Atsomelocalities,ls]

changedinto[h]andbeyondthat･Inthemapof/so/(Fig.8),thepalatalizedlsju]isin

thenorthandlsu]inthesouth.

Thethreesystemsshown inTable1aredepictedinthesemaps.Thenewtrend

withnocentralvowelisfoundinpartofthenorthandinpartofthesouthwest.These

localitiesareactuallynewvillagesthatdevelopedinthelastcen叫 .

6.PhonologicallytransitionalareasinTokunoshima

Thedistributionsshown aboveareratherclear-cutwithaslighttransitionalarea.

ButotherphonologicalvariationcouldbelexicalormorphologiCalandareoftenseen

witharatherwidetransitionalarea.

ThefirstgroupofmapshasthepattemwitholdformsinthenorthwestemreglOn.

Theblacksymbolsareasslgnedtotheold,relicforms,andtheblanksymbolstothe

newformS･Inthemapofnli/(Fig･9),theoldsoundlhwi']isfoundinthenorthwe.stem

area.UntilmedievalJapanese,nli/usedtobelhwi'].

ThemapplngOfsomemapsonthissectionsuchasFig.10isdonedifferently

fromthemapsintheprevioussection.Wh enthereareonlytwochoicesofvarieties,

specialcalculationisdonetoproducethefollowlngfigureS.Ifoneform isused

throughout,thenitislO0%.Ifanotherform isusedthroughout,itis-100%.Plusand

minusfiguresareexpressedusingdifferentcolorsandsizesofacircle.Inthistypeof

map,thelocalitywithnomarkisneutralaccordingtocalculation.Thesearecalled

"contrastmaps."Wh entherearethreeormorechoices,thevariationissimply

expresseduslngdifferentsymbolsasthemapsintheprevioussection.Thesearecalled

"di軌sionmaps"(Fukushima皮Fukushima2002). '

~＼
しヽ
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InFig.10,/UsoundinthemiddleofthewordbecameA/andwasdeletedfinally.

InFig.ll,/mi/hasfourvarieties.ThisisamorphologlCalvahant,soaverbMIRU

("see")hastwoormorevariantsintheparadigm.Fig.12showsatypicalphonetic

changeseenintheRyukyuDialectarea(ex.-bura>-mba).Thenorthemregionretains

theonglnalfbm.

Thesecondgroup(Figs13&14)hasthepattemwitholdformssuchas/hwa/

and/ri/inthesouth.InFig.14,/r/isdeletedatmanylocalities,buttheolderform /ri/is

retainedalsoinpartoftheeastemregion.

Thethirdpattemshowsnewformsintheeastemregion(Fig.15).Thisisthemap

ofthedistinctionbetween也eclearbeglnnlngandthegradualbeglnnlngln

Tokunoshima.ThedistinctiononlysurvivesinthewestemreglOn.Intheeast,the

gradualbeglmlnghasbecomeextinct.Actuallythispattempossiblycausedthefirstand

secondpattems.Thenewformstendtospreadfromtheeastemreg10nSOthattheold

formSareretainedinthenorthwestandinthesouth.

7.Conclusion

Linguisticgeographyisanindependentdisciplineinlinguisticsthathasitsown

aim.Wemakelinguisticmapstoreadalinguistichistoryfrom geographical

distributionsonamap.YoucannotmakelingulSticmapswithoutclassifAngand

orderingtheonglnaldata.Thus,anylingulSticmapISinterpretiveunlesstranscribed

formsareprintedverbatimonthemap.ThesameappliestothemapIntegration.We

makehypothesisonthelanguagechangeintheareaandintegratelinguisticmapsbased

onthescholasticinterpretation.
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第二部 二つの奄美徳之島言語地図の比較
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二つの奄美徳之島言語地図の比較

1.徳之島と徳之島方言 i

1.1 徳之島

徳之島は､奄美諸島の奄美大島と沖永良部島の間に位置する (図1ii)｡行政的には鹿児島

県であり､大島郡の天城町､伊仙町､徳之島町の3町がある｡それぞれの町役場は平土野､

伊仙､亀津にある｡亀津は代官所のあった場所で､島最大の亀徳港がすぐそばにあること

から､現在も島の経済の中心である｡島全体の人口は3万人弱で､主な産業はさとうきび､

などの農業､園芸､畜産､観光である｡徳之島空港は天城町にある｡

1.2 徳之島方言

徳之島のことばは琉球方言で

ある｡

上村幸雄(1992)iiiによれば､琉

球方言は奄美沖縄方言群と宮古

八重山方言群に分かれる｡奄美

沖縄方言群は､さらに､喜界島･

奄美大島北部 ･奄美大島南部 ･

徳之島 ･沖永良部島 ･与論島 ･

沖縄北部 ･沖縄中南部の方言に

下位区分される｡このうち奄美

大島北部 ･奄美大島南部 ･徳之

島の方言は､共通の特徴として

2個の中古の母音音素 (/≡,り)

をもち､ほぼ共通の母音音素と

子音音素の体系をもっているこ

とから､ひとつの大きな方言圏

とみなされる｡また､徳之島島

内の 50弱の村落 (シマ)ごと

の方言差は ｢小さいとはいえな

い｣とされている｡

i岡村隆博他 (2006)『徳之島方言二千文辞典』の徳之島方言概説を参照した｡

ii同上 p.1 図1を修正して転載
iii上村幸雄 (1992)｢琉球列島の言語 (総説)｣『言語学大辞典第4巻 世界言語編 (下-2)』
(三省堂) .

(36)



琉球方言では､一般に本土方言の5母音(a,e,i,0,u),に3母音 (a,i,u) が対応する.徳

之島方言では､本土方言の O が u に､eが 'iとなる(｢外｣sjutu:､｢目｣m王:)Oまた､
ae､aiなどにe が対応し (｢前｣me:)､auに o:が対応する(｢会う｣ 'o:jui)｡一
部の語では eがそのまま使われる(｢手紙｣tegami:､｢勉強｣beNkjo)0

1.3 徳之島の集落

1975･76年当時の集落名を

図2ivに示す｡島内で開拓のた

めの移動があり､元の集落と移

動先の集落とで言語の一致が

見られることが確認されてい

る｡移動の様子を矢印で示した｡

2. 二つの奄美徳之島言寄地

理学調査

1975･1976年の2年にわた

って､東京大学言語学研究室は､

柴田武東大教授の指導のもと､

奄美徳之島で言語地理学調査

を行った｡1年目調査のリーダ

ーは浮木幹栄 (現信州大学)､

2年目調査のリーダーは福嶋

秩 子 (現新潟県立大学)であっ

た ｡この調査のまとめは『奄美

徳 之島のことば』(秋山書店

1977)として出版された｡

一方､2007年 12月に東ユ

ー ラシア言語地理学に関する

研 究会を主宰した遠藤光暁

(青山学院大学)により日本
図2 徳之島の集落と開拓による移動

国 内における言語地理学調査の実施が提案され､1976年の東大調査の調査票による 30年

ぶ りの再調査を実施することになった｡木部暢子 (鹿児島大学)と福嶋秩子 (新潟県立大

学)が中心となって準備を行い､木部は現地教育委員会との調整､福嶋は調査表と調査マ

ニ ュアルの作成を担当した｡2008年夏に行われた本調査の参加者は､木部暢子 ･遠藤光暁

iv東京大学言語学研究室柴田武 ･学生有志編 『奄美徳之島のことば』(1977) p.20の図

212を転載し､開拓による移動についての情報を加えた｡
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の他､安部清哉 (学習院大学)･竹越美奈子 (愛知東邦大学)･山本友美 (鹿児島大学院生)

であり､福嶋秩子は5月の予備調査と12月の追調査を行った｡

二つの調査の概要をまとめると､表1のようになる｡2008年調査では､調査地点が3分

の1以下､調査対象者も50歳以下が4割を占め､当初の予定以上に壮年層が含まれる結果

となった｡調査年の30年以上の隔たりに加え､さらに調査対象者の年齢の開きがあること

に注意されたい｡

表1 二つの徳之島言語地理学調査の概要

1976年東大調査 2008年再調査

調査年月 本調査 1976年7月20-23日 予備調査 2008年5月20日本調査 2008年8月 19-22日追調査 2008年 12月27′日

調査者 柴田武､上野善道､浮木幹栄､東 木部暢子､遠藤光暁､山本友美､安

-京大学院生 .学生21名 計24名 部清哉､竹越美奈子､福嶋秩子以上6名

調査項目_ 語嚢項目 (特に空間語嚢を調査)､ 1976年調査表を原則踏襲､ただし

音韻項目 一部コンピュータ集計 時代の変化などにより答えにくく

調査対象者 原則､明治30年～大正5年生まれ 原則､大正5年～昭和23年生まれ

(60-80歳)の生え抜き男性 (60-80歳)の生え抜き男性

>117名 (内女性 6名).､島外6名(内女性 1名) >35名､(内女性4名)

3.二つの言語地図の比較

二つの言語調査の規模などは異なるが､30年を隔てての再調査の結果を分析することは､

30年間の言語変化を跡付け､30年前の言語地図の解釈の妥当性の検証につながると考える｡

各調査者が EXCELに入力した調査結果を福嶋が総合し､言語地図作成システム SEAL

version6.18Jにより地図化した｡本報告では､『奄美徳之島のことば』(1977)の ｢､4.語嚢

の分布のパターン｣所収の言語地図と2008年調査の言語地図を比較し､解釈を行う｡なお､

30年前の言語地図の解釈は､原則として 『奄美徳之島のことば』の解釈にしたがう｡
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*2008年調査の被調査者の特徴

被調査青 年蒜

⊂)ヨo代
●40.-50代

◎ 60-†o代

魯 80代

30代は37歳 (1名)､40-50代は47-59歳 (13名)､60-70代は66-77歳 (15名)､80

代は80･89歳 (2名)であった｡

伊仙町西部の女性は現在天城町在住である｡伊仙から天城-嫁した人である｡伊仙の言

葉と天城の言葉を区別して答えてくださったので､試みにそれぞれの地点にプロットする

こととした｡概ね周りの分布と溶け合っているが､時にそうなっていないことがある｡

-ヽ
(-J~ヽ
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『奄美徳之島のことば』(1977)
｢ネコ｣の地図 (図401)

maju>mjau>njauの変化が東海岸で

起きて伝播していった様子が読みとれる｡

図2で示した開拓地と出身集落のことば

の一致が見られること､最も新しい語形

njauの伝播のしかたが一様でなく､飛び

火したかのように亀津 ･亀徳周辺と母

間 ･花徳周辺に分かれてあることが注目

される｡途中の井之川周辺は､言語島を

なすことがよくある｡

分布パターン:徳之島町内型(ミヤク､

ニヤク)

(40)

ネコ

′マユ
lマユー
● ミヤウ

も 二十ウ

2008年調査

｢ネコ｣ の地図 (図1)

maju､maju:の分布はほと

んど変わらないが､mjauが

2地点しかなく､かわりに

njauが優勢になっている.

この30年間に､東海岸を

中心にmjauからnjau-の

変化が進んだと思われる｡

東部方言拡張型 (ニヤク)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢ひざ｣の地図 (図402)

分布から､チンシ類からマガイ類-の

変化が起きたと推定される｡チンシは奄

美大島に分布するチブシ (｢つぶし｣)か

らの変化､マガイはマガリ (｢曲がり｣)

である｡東海岸のマガイが飛び火的分布

を示す｡チンシからチッシやチシンがで

きたと考えられる｡

分布パターン:徳之島町内型 (マガイ)

(41)

ひぎ

/ 51#'･｡
シャンマガイ

■ チンシ

E3 チシ

皿 言詣 十

〇千シン
d ヒザ

2008年萌査

｢ひざ｣の地図

(図2)

西部にチンシ類､

東部にマガイ類とい

う分布は概ね変わら

ない｡30年前に島の

南北に分かれて分布

していたチッシは姿

を消し､チンシの分

布がやや拡張してい

る｡また､天城町に

チンシから転じたと

思われるチンシャ､

チンサが分布してい

る｡これは新しい変

化であろう｡

西部方言拡張型 (チ

ンシ)､薪方音型 (チ

ンシャ･チンサ)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢肩車｣の地図 (図403)

島の西北部と南部に離れて分布する

マ-ヌシャ (馬乗せ)が一番古く､その

後に東部のマ-フィ､全域にマ-ヌリ･

マ-ヌイ (馬乗り)が広がったと考えら

れる｡母間にマンカイがある｡

また､伊仙町のカジノ-シャは ｢後ろ

に直す｣､テンゴマは ｢手車｣である｡

マ一類のほうが古いとみれば､これらは

新しい変化か｡

分布パターン:徳之島町内型 (マ-ホ

イ類)

凸

凸

(42)

肩車

′ カジノ-シャ

凸 マ-ヌーシャ

ワパーヌシャ

咽マ-ヌイ
ヽ マ-コイ

や テンゴマ

2008年調査

｢肩車｣の地図

(図3)

島の西北部を中心

にマ-ヌーシャ､東

部にマ-フイがあ

る｡伊仙東部にあっ

たマ-ヌーシャは姿

を消し､カジノ-シ

ャやマ-ヌイが分布

している｡ 1地点あ

るバーヌシャはマ-

ヌシャから変化した

新しい形か｡

東部方言拡張型 (カ

ジノ-シャ･マ-ヌ

イ)､新方言型 (バー

ヌシャ)
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『奄美徳之島のことば』(1977)

｢蜘妹｣の地図 (図404)

南部のアマンはやどかりの名称でも

ある｡蜘妹をアマンという地点では､蜘

妹とやどかりに名称の区別がない｡この

アマンからマン･マンムシという名称が

生まれた｡

その他の名称はマンに蜘妹を表わす

クブがついた形である｡西部はマングブ

-マングフ-マングー-マング､東部は

マングブ-マングフ-マンゴハ､またヤ

ングフ､マンクブなどに変化した｡

分布パターン:徳之島町内型 (マンタ

プ)

蜘妹

〔つマンゴコ
(} マンゴー

● マンゴ

や マンタゴ

音
ヤングゴ

ヤンタブ

一■}■アマン

♯ アマンタゴ
▼ウム

2008年調査

｢蜘妹｣の地図

(図4)

南部にアマン､西部に

マングフ･マングー･マ

ング､東部にヤングブ･

マンクブが分布する｡亀

津のアマンクブは､マン

クブとアマンの混交形

か｡

西部のせング､母間の

ヤングブはやや分布域

を広げている｡南部で､

コブ･クブでなく､クム

が増えている｡

西部方言拡張型 (マン

グ)､東部方言拡張型(ヤ

ングプ)､共通薄型 (ク

ム)､新方言型 (アマン

タブ)



(44)

『奄美徳之島のことば』(1977)

｢ちぢれっ毛｣の地図 (図405)

南部と東部の井之川に分布するチキ

ュルが最も古く､西部を中心に分布す

るチジュがその次に古い｡東部に分布

するマグリがその次に来る｡西北部の

チジュマガイ ･亀津付近のチジュマ

キ･チチヤマキ･チチョマガイなどの

複合語は新しいか｡

分布パターン:天城進出型 (マグリ)

縮れ毛

☆ チヰユル

〔〕チジ-
● チジュゲ

0 チジュカラジ

申 子ジュマガイ

㊥ チジュマヰ

◎ チジュヌ
マテュンカうジ

Y マクリ

.くケ､トゥイ)

^ マプリカラジ

盈 マンガリ

勾 千手レゲ

2008年調査

｢縮れ毛｣の地図

(図5)

南部と井之川にチ

キュルが分布する

が､北部のチジュは

2地点しかなく､チ

ジュカラジやチジュ

マガイなどの複合語

に交替している｡

マグリは､東部の

分布が消え､西部で

の分布が拡張してい

る｡

西部方言拡張型 (チ

ジュの複合育､マグ

リ)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢ナメクジ｣の地図 (図406)

北部のツンニヤンデラはカタツムリ

の名称である｡｢角出ろ｣の意味である｡

この地点では､ナメクジとカタツムリ

の区別がない.これが一番古いと思わ

れる.一方､南部から西部にかけてユ

ダリヤムシ類 (ヨダレ虫)が分布し､

さらに新しい語としてナンタクジラ類

が東部から北西部にかけて分布してい

る｡

分布パターン :天城進出型 (ナンタ

クジラ)

(45)

ナメタジ

qiナンタクジラ

が ナッタンクジラ

0ナンタ
¶ マンタクジラ

■ユダラ

ユダリヤ

0ユダリヤムシ

○ユダリムシ
米 リン二やンデラ

Y J15毒●ナイ
ツンタラ

2008年調査

｢ナメクジ｣の地図

(図6)

北部にツンニヤン

デラとその派生形と

思われるハダナイツ

ンタラが分布する｡

後者はカタツムリと

ナメクジをなんとか

区別しようとしてで

きた名称のようであ

る｡

ユダリムシ類とナ

ンタクジラ類は_30

年前の分布をほぼ維

持している｡

方言分布維持型



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢パパイヤ｣の地図 (図407)

島の北部と南部に離れて分布するモッ

カ ･モツカンが古い｡｢木瓜｣であり､

本来 mokkwaという発音である｡従来

から島にあった同種の植物の名称を新

しく入ってきたパパイヤに転用したも

のと思われる｡パパ (イ)ヤとマンジョ

マイとでは､分布からマンジョマイの方

が新しいと思われるが､共通語のパパイ

ヤも一部含まれていよう.

マンジョマイの派生形と思われるナ

ンヨマイ (南洋)は浅間と阿権に分布す

る｡

分布パターン:天城進出型 (マンジョ

マイ)

パパイヤ
(⊃モッウァ
〔Dモッカ

① モッカン

■ マンジョマイ

ム ナンヨマイ

/ パパヤ

＼ パパイヤ･

しノl

(46)

2008年調査

｢パパイヤ｣の地図

(図7)

モッカ類とマンジ

ヨマイ ･パパイヤの

分布は 30年前の調

査の分布とほとんど

変わらない｡ナンヨ

マイは浅間の他､平

土野にある｡

方言分布維持型



(47)

『奄美徳之島のことば』(1977)

｢行く｣の地図 (図408)

これは､｢(私は遊びに)行く｣というこ

とを同じ年ごろの人や目下の人に対して

どう言いますか､という問いに対する回答

から｢行く｣の動詞部分のみに注目して書

いた地図である｡｢遊びに｣で終わった場

合やikijaslga(行くのか)は除いている｡

ikiの分布の中にikjuNが広がっていった

ような分布を示す｡

ちなみに､1977年にはこの意味すると

ころがわからなかったが､これは連用形で

終止する用法とjuN終止形の対立である｡

浅間の動詞活用形には､jui終止形､juN

終止形の他に､連用形で終止する用法があ

る｡おそらく東海岸では､この連用形で終

始する用法があまり使われなくなってい

るのではないか｡

分布パターン::天城進出型 (イキュン)

く私は退びに)行く

【同等日下に】

く=>イヰ

≠rイキー

GZイヰユン

2008年調査

｢(私は遊びに)行く

[同等日下]｣の地図

(図8)

｢遊びに｣で終わっ

た場合や､ikijaslga

(行くのか)を除いた

ため､北部から東部に

かけて空自になって

しまったが､イキとイ

キュンの分布は 1976

調査の分布にほぼ重

なる｡

方言分布維持型



(48)

『奄美徳之島のことば』(1977)
｢サツマイモ｣の地図 (図409)

ヤンが伊仙町に､ハンジン ･ハンシ

ン･ハンシュンが天城 ･徳之島町に分布

する｡分布からハンシンが一番新しいと

思われる｡ヤンが一番古い形で､ハンジ

ン-ハンシンと変化した｡母間ではハン

シュンとなっている｡ウン､イン､ムは

｢いも｣を表わすことばである｡ハンジ

ン類は ｢甘藷+いも｣であろう｡

分布パターン::天城進出型 (ハンシ

ン)

サツマイモ

0Jlンジン
鴨Jlンシン

凸Jlンシュン
●ヤン

2008年調査

｢サツマイモ｣の地図

(図9)

伊仙町のヤン､天城町の

ハンジン､徳之島町のハン

シン･母間のハンシュンと

分布がはっきり分かれた｡

1976年調査で新しいと思

われたハンシンの分布が

縮小したように見える｡理

由はわからない｡

西部方言拡張型 (ハンジ

ン)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢おまえたち｣の地図 (図410)

これは､｢おまえたちはどこに行くの

か｣ということを同じ年ごろの人や目下

の人に対してどう言いますか､という問

いに対する回答から｢おまえたち｣の部

分のみに注目して書いた地図である｡

島の北部と南部にウッキヤが分かれ

て分布し､ヤッキヤがそれを分断するよ

うに分布する｡ヤッキヤが新しい｡イッ

キヤは､一種の混交形か｡

分布パターン:天城進出型(ヤッキヤ)

図411 ｢もぐら｣ は2008年調査に含

まれていないため省略

おまえたち

■■ヤくッ)ヰ十

〇ウ(ッ)ヰヤ
㊥ イ幸や
工ッキャ

2008年調査

｢おまえたち｣の地図

(図10)

ウ(ッ)キヤとヤ(ッ)キ

ヤの分布はほぼ同じで

ある｡イキヤ･エツキヤ

の分布は異なる｡新方言

であるからか｡

新方音型 (イキヤ･エツ

キヤ)

(49)



(50)

『奄美徳之島のことば』(1977)

｢サトイモ｣の地図 (図412)

全国共通語と同系のサトイム (ン)類

が島の東部の南半分と西部の中央部を

中心に分布する｡変形の天城進出型とみ

なす｡

ただ ｢イモ｣という表現と ｢～イモ｣

という表現がある｡前者は南部のウン､

花徳付近のイン､母間のムがある｡後者

は､北西部のチンヌン (地のイモ?)､

東部の井之川以南のタ-ウン (田のイ

モ)､南西部のクバウンがある｡ただ ｢イ

モ｣という表現が古く､中でもウンが古

い形のようである｡

分布パターン:天城進出型 (サトイム

(ン))

サトイモ

｡サトイモ
.サトrjイム

ー-ウン

ロ タウン

- チンヌン

⊂⊃イン

凸 タ-イン

ー｣′ア-イン

I/ ム

㊥ ヤン

◎ コ-シt,ヤ二/

0 コ-シャマ
ア-シャマ

2008年調査

｢サ トイモJの地図

(図11)

イモ と表現す る ウ

ン･イン･ムの分布や､

北西部のチンヌンや東

部のタ-イン･ア-イン

(赤い芋)が健在であ

る｡サ トウイムの分布も

重なるが､予想したほど

出てこない｡なお､ヤン

はサツマイモである｡

方言分布維持型



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢おまえ｣の地図 (図413)

これは､｢おまえはどこに行くのか｣と

いうことを同じ年ごろの人や目下の人に

対してどう言いますか､という問いに対す

る回答から｢おまえ｣の部分のみに注目し

て書いた地図である｡

ヤーが徳之島町のみならず｡尼議長全域

と伊仙町西北部まで進出している｡伊仙町

に分布するウラが古い｡

分布パターン:天城進出型 (ヤー)

(51)

おまえ
■'ヤー
⊂:コヤン
○ワラ

2008年調査

｢おまえ｣の地図

-(図12)

ヤーとウラの分布は

変わらない｡天城のヤン

は新しい形である｡福嶋

の調査によると､亀津付

近の壮年層にも見られ

る｡

方言分布維持型

新方言型 (ヤン)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢あか (垢)｣の地図 (図414)

天城町の一部と伊仙町に分布するフ

ング類は-グロから変化した形である｡

これが一番古いであろう｡一方､アカに

対応するのはハ-またはア-で､全域に

分布する｡aka>☆aha>ha:>a:と変化し

た｡ただし､ハ-より古い形と見られる

のは､ハ-キで､フング類とほぼ相補分

布にある｡

全島で ｢ふけ｣や ｢ウロコ｣ を意味す

るイッキが伊仙町にある｡意味の転用が

起こったものと考えられる｡

分布パターン :天城進出型 (ハ-キ)

(52)

豊

洲

:uT
L
ア

～軸

OOe
J

串 ア-辛アキ
∈ヨアック
アク

♂ アカ
ア-刀

ロ イッキ

2008年調査

｢あか (垢)｣の地図

(図13)

フング類は天城 と伊

仙に分布する｡ア-キや

アックも残存的に分布

する｡ ハ-はすべて消

え､ア-のみである｡イ

ッキは亀津に1地点現

れる｡

方言分布維持型



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢行きます｣の地図 (図415)

これは､｢(私は遊びに)行く｣と校長

先生や目上の人に対してどう言いますか､

という問いに対する回答から｢行きます｣

のところに注目して書いた地図である｡

目上の人に対する丁寧語の機能をもっ

た文末詞の部分をとりあげて地図化した｡

伊仙町にダニ､徳之島町から天城町に

かけてダレンが分布する｡また､天城町

の中心にデンがある｡ダニからダレン-

の変化が推定される｡一方､デンは新し

いと考えられるが､ダレンから来たもの

だろうか｡

分布パターン:天城進出型 (ダレン)

(53)

行きます

- ぎL/ン

⑥ ダニ
ぎー二

⊂=コユ デン

2008年調査

｢行きます)｣の地図

(図14)

ダニ､ダレン､デンの

分布が 1976年調査とき

れいに一致する｡

このような方言敬語

が生きている証であろ

うか｡

方言分布維持型



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢カタツムリ｣の地図 (図416)

北部にツンニヤンデラ､南部にツン

ニヤン･ツンニヤが分布する｡ツンニ

ヤンデラは ｢角を出せ｣ という掛け声

から来た名称である｡南部からデラを

失った形が南部に広まったのである｡

母間にツンニヤグがあるが､ニヤグは

貝殻という意味である｡

分布パターン:伊仙進出型 (ツンニ

ヤン､ツンニヤ)

(54)

カタツムリ

米 ツン二十ンデーラ

缶 リンミヤンデーう

申 リンメンデーう

V ツンナンデーラ
千一ナンデーラ

A チンタンデーう

■ リン二十ン

◎ リン二十

亡きツン二十5'
凸アマ三

8ユぎーラ
Fナンタクジラ
回 ナンタ

2008年調査

｢カタツムリ｣の

地図 (図15)

ツンニヤンデラ類

にかなりの変種があ

る｡意味のわからな

いまま､新種が生ま

れたのだろうか｡

アマミはヤ ドカリ

のアマンか ら来た

か｡また､ユダ-ラ

とナンタ (クジラ)

はナメクジの名称｡

新方言型 (ツンニヤ

ンデラ類)



下 『奄美徳之島のことば』(1977)
｢下 (した)｣の地図 (図417)

シュー･ス-とシヤー･サーの2種類

がある｡分布から､シヤー類が亀津方面

から伊仙に進出して､シュー類を追い出

したと考えることができる｡シヤー類は

母間､さらに平土野･天城に飛び火して

いる｡

語源的には､シュー類は｢下(Lも)｣､

シヤー類は ｢下 (した)｣の変化した形

と考えられる｡｢Lも｣にあたる語が｢し

た｣にあたる語と交代したことになる｡

分布パターン:伊仙進出型 (シヤー､

サー)

下

●毒㌃ ㌔ や､
0三三:iシュ､

(55)

2008年調査

｢下｣の地図 (図16)

シヤー類は東海岸中

心に､シュー類が西海岸

中心に分布する｡シュー

類は30年前に東海岸に

もあったが､現在は見あ

たらない｡また､シヤー

類の分布は徳之島町北

部及び天城町中部でや

や広がっている｡

東部方言拡張型 (シヤ

ー ･サー)



『奄美徳之島のことば』(1
977)

｢ひざさら｣の地図 (図418)

ひざさらを表わす名称には､｢ひざ｣

をあらわす方言形にサラ･ガブ･カブ

ルが続く形と､単独の場合が多いクや
キとがある｡後者は､徳之島町南部に

分布し､北部の花徳及び天城町の松原､

飛び火し､南は伊仙町の東部まで広が

っている｡

一番古い形は､島の東部を中心に分

布するガブか (コブの意味)｡母間の

カブルは ｢頭｣または ｢骨｣の意味で

ある｡ガブから音のよく似たカブル-

の変化したか｡全島的には､ガブから

サラ､さらにグキ-の変化か｡サラは

皿､グキはゴキ (-梶)である｡

分布パターン :伊仙進出型 (グキ)

ひざきち (後半部分)

川刀

･刀

月ノ
"フ

フ

q

▼■
/

＼

ヽ

レ

一

フ

:i;
ヰ

二

(56)

ヴキ

2008年調査

｢ひざさら｣ の地図

(図17)

ガブ､グキの分布は狭く

なっている｡カブルは母間

の他､伊仙にもある｡同じ

く骨を意味するブニが天城

町と伊仙町にある｡全体的

には､共通語であるサラが

分布を広げ､方言形が衰退

している｡

共通語拡張型



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢フクロウ｣ 後半部の地図 (図419)

フクロウの名称をたずねたが､フクロ

ウの名称にミヤ- (鳴き声か)やミン

(耳)がついた語形がかなり得られた｡

これらはいずれも猫を連想させるが､フ

クロクを表わす場合とミミズクを表わ

す場合とがある｡

まず､後半部の地図を描き､フクロウ

を表わす名称について考える.一番分布

域が広いツクフが最も古く､天城町南部

でツクグが新たに広がった｡ツクフは一

方で､ツクーやツクに変化し､最も新し

い形としては東部のツクブがある｡

フタロウ (後早部)

･㊥
♂
′

-
-

(57)

フクツ
ツタブ
ック-

ツツタIL-

ツクダ

ヂヅタグト)

2008年調査

｢フタロウ｣後半部の地図

(図18)

ツクフは島の北部のみ

に分布し､西部のツクグと

チックグ(-)､東部から天

城町の一部や伊仙町にも

広がったようにみえるツ

クーやツックーの分布が

相補的に分布する｡チック

グーやツックーのような

2拍 目の促音は新しい変

化かもしれない｡30年前

に新しいとみられたツク

ブは天城町の 1地点を残

して消えた｡

西部方言拡張型(ツクダ)､

東部方言拡張型 (ツクー)
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『奄美徳之島のことば』(1977)

｢フタロウ｣前半部の地図 (図420)

ミヤーなど鳴き声に由来する形の

ついた語がほぼ全域に散らばり､東部

の亀津から母間までミン (耳)のつい

た語が分布する｡ミン類は亀津を中心

に広がった新しい語で､フクロウを意

味することは間違いない｡一方､ミヤ

一類は点在していることから､本来ミ

ミズクを表わす語がフクロウに拡張

されたと考えられる｡ミヤ一類は併用

が多いが､ミン類は少ない｡

2008年調査

｢フクロウ｣前半部の地図

(図19)

鳴き声に由来するとみられ

るミヤンで始まる語はわずか

1地点である｡ミン (耳)で始

まる語は東部のみならず､天城

町にも分布している｡ミヤ一類

はミンの影響か擬音化し､衰退

は進んだが､ミン類は分布をや

や広げた｡

東部方言拡張型 (ミン類)



『奄美徳之島のことば』(1977)
｢鼻の鳴き声｣の地図 (図421)

フクロウの鳴き声には､フクロウ

の名称と同形のツクフ ･ツクー ･ツ

ク･ツクグの他に､クフ･クク･ク

グがある｡前者の分布は図419とほ

ぼ一致する｡フクロウの名称が影響

を与えたのは明らかであるので､ク

フ･クク･クグの関係を考察する｡

島の北部と南部に分かれて分布する

ツクが最も古く､東部ではさらにク

フやコホに変化した｡天城町南部で

は､クフ>クグ>ククという変化か｡

島の鳴き声

l タフブ
イ タフ
亭 ターター､
クック-

申ッ(ッ)クグ
ー フ-(フ-)

l ホ-(ホ-)
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2008年調査

｢フクロウ｣鳴き声の地図

(図20)

ククが分布を広げてクフの分

布を狭め､その後を追うように標

準語的なホ- (ホ-)が広がって

いるように見える｡また天城町南

部のツ(ッ)クグは伊仙に分布を広

げている｡

東部方言拡張型 (クク)､共通簿

拡張型 (ホ-)､西部方言拡張型

(ツクグ)
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『奄美徳之島のことば』(1977)

｢カエル｣の地図 (図422･423)

｢オクマジャクシ｣の地図 (図424)

｢カエル｣の方言差は小学校の学区と驚

くべき-敦を見せる｡天城町北部のゴロジ

ヤ､徳之島町の北部と南部の亀徳付近に分

かれて分布するピッキヤ･ビーキャ以外は､

アタラ類とまとめられる｡分布から､ア-

タラなど長母音形の方がアッタラなど擬

音形よりも古そうである｡ア一夕はさらに

古く､｢太郎｣という民間語源からア-タ

ラやア-タロが生まれた｡

｢オタマジャクシ｣は､西部はビル､東

部はタビルであり､母間にアッタラピッキ

ヤがある｡ビルが古く､その変種が生まれ

た｡天城町北部のコ-ビル､亀津付近のハ

ビルは新しい｡

分布パターン :学区型



カエル(蛙)

凸

〇
･〇
串

アタラ禁

壬JfTT
シ.,R

軸

如
J･,i

タ

ツ

ー
ロ

ア

ビ

ビ

ゴ

あた乱 やくし

ビル､ビラ

- タンビル

Pコ-ビル

＼-ノクワ(-の子)
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2008年調査

｢カエル｣の地図 (図21･22)

｢オクマジャクシ｣の地図 (図

23)

｢カエル｣の多様な方言差は､

島の北部から西部､伊仙にかけて

の地域で､かなり保たれている｡

東部はピッキヤ類が優勢で､アタ

ラ類とピッキヤの記号が重なっ

ている地点にはアッタラピッキ

ヤもある｡これらの複合語は亀津

から母間､さらに天城町南部まで

広がっている｡

｢オタマジャクシ｣は､天城町･

伊仙町のビルやコ-ビルはよく

保たれている｡一方､徳之島町の

タビルは～ノクワ (の子)という

説明的な表現にとってかわられ

ている(アッタラ～､ピッキヤ～､

アッタラピッキヤ～)｡伊仙町に

はタベルが2地点ある｡

東部方言拡張型 (アクラピッキ

ヤ､～のクワ)



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢トンボ｣の地図 (図425)

｢トンボ｣の総称の地図は､｢カエル｣

ほどではないが､一部学区と一致する

分布を見せる｡天城町と徳之島町のほ

とんどはエーザ類である｡これは古語

の ｢アキヅ｣に由来すると思われる｡

～ザが古く､その他の形は派生形であ

る｡伊仙町のウッシャやウシヤミヤは､

分布から古いとすることもできるが､

エーザの派生形である可能性もある｡

カネマやブィ- トはヤンマを表わす

語が総称となったものである｡

分布パターン:学区型

トンボく轄輪)

エーザ

エーザン

エーザンボラ

エーザラ

エーギャラ

0エーザマ
V ウッシャ

A ゥシャミャ､
ウシヤマ

申 ビートウ

rJj
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2008年調査

｢トンボ｣の地図

(図24)

方言形が失われてい

るところも多いが､残っ

ているところの分布は

概ね変わらない｡エーザ

類の新語として天城町

にエーギャラがある｡

方言分布維持型

新方言型 (ェ-ギャラ)



『奄美徳之島のことば』(1977)

｢ヤンマ｣の地図 (図426)

カネ類､ブェト類､ヤー ト類があ

る｡カネ類は島の北部と東部の井之

川､伊仙町にあり､分布から古いと

思われる｡カネマがもっとも古く､

カネエーダやカネタ､さらにヤンカ

ネやマッカネと広がった｡ヤンマを

表わすブェト類は花徳と母間にあり､

テンブェトのようにブェトを総称的

に用いたものは天城町南部にある｡

ヤート類はヤマ トと隣りあって分布

するので､語源はヤマトか｡

分布パターン:学区型

ヤンマ

■ カネ

Eq カネマ
lj マッカネ
V ヤンカネ

守カネッタ(テン)ブートウ
@ ヤートウ
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2008年調査

｢ヤンマ｣の地図

(図25)

1976調査の方言がほ

ぼ保たれていて､分布

の変化はない｡

方言分布維持型



かヨきり(前半部)

韓 ケ-シャト

や キョ-キン
0 イッシャト
㊥ イッシャド
㊥ イッシャ)V

e霊 謬
Jユーサイト
盈 メ-サト

甲ガ-タ∴
＼カマキリ
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『奄美徳之島のことば』(1977)

｢カマキリ｣の地図 (図427)

全島イッサ ト類が優勢で､小

さな音声的差異のある語形が分

布し､学区に対応している｡

第 1音節母音が長い形が北部

と島の東部にあり､その他の地

域は第1音節母音が短く S が促

音化する｡ユーが離れて分布する

ので､ユーが古いか｡また､マイ

もバイもつかない形が､島の北

端と伊仙に分布するので､何も

つかない形が古いと考えられる｡

マイは ｢舞い｣か｡

キョ-ギンバイや トーギンバ

イはその学区で生まれた新しい

語形であろう｡

分布パターン :学区型

かまきり(後早部)

■ バイ

ロ マイ

■コマ

せ キン

¢ キ

令 ケイ



2008年調査

｢カマキリ｣の地図

(前半部 図26･後半部 図27)

前半部と後半部に分けて地図を描いた｡前半部 ･後半部とも､語形が微妙に違

っている｡たとえば､キョ-ギン (狂言)でなくキョ-キン､ガッタがガ一夕､

後半部のマイがマ､ケ-がキンやキになっていたりする｡語源が不明になって､

新しく作ったものか｡

新方言型 (キョ-キン､ガ一夕､～マ､～キ)

4.二つの言語地図の比較のまとめ

30年前の調査による言語地図の分布と比べた 2008年調査の言語地図の分布パターンを

以下のように分類した｡

方言分布維持型

東部方言拡張型

西部方言拡張型

共通語拡張型

薪方言型

意外に方言分布維持型が多い｡特に､｢行きます｣の丁寧の意味をもつ文末詞の方言分布

がきれいに維持されているのは､方言敬語として今も使われているからか｡

ここで東部方言としたのは､概ね徳之島町中心の分布で､西部方言は天城町中心の分布

である｡東部方言拡張型､西部方言拡張型は､それぞれ､分布域を各町域内で広げた場合

と､隣の町にまで拡張した場合の両方を含む｡東部方言拡張型のうちでの後者は､30年前

の徳之島町内型分布がさらに進んでいった場合と考えられる｡一方､西部方言拡張型は､

天城町内での中心部の語形が周辺部の語形を駆逐した場合と､南の伊仙町に広がった場合

とがある｡伊仙町内での言語変化は､東部方言拡張型･西部方言拡張型が及んだケ｣スか､

共通語拡張型かのどちらかであると見られる｡

30年前の言語地図に現れていなかった語形は新方言型とした｡

30年前の言語地図の解釈は概ね妥当であったと考えられる｡ただし､語類を大きくまと

めてあったケースで､細部についての検証は原調査表にもどるしかない｡原調査表は､一

橋大学の中島由美研究室でPDF化が行われた｡機会があれば､30年前の言語地図の再作図

を行い､2008年調査と比較してみたいと思う.

最後に､快く調査に応じてくださった徳之島の皆さん､調査の準備にご協力くださった

教育委員会の皆さん､調査者の皆さんに感謝申し上げたい.I
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SEALの公開について

これまでと同様に､学術上の利用を目的とされる方に SEALをホームページ ｢言語地理

学の-や｣ で公開します｡URLが2010年3月25日より以下のものに変わります｡

新URL http:〟wwwunii.ac.jp/～chitsuko/

現在公開されているのは､SEAL6.18J､7.OJ､6.2E､6.3Eです｡ダウンロー ドしてイン

ス トールしてください｡公開するシステム ･データには､サンプルの言語データ､地図デ

ータ､さらにPDF版ユーザーズマニュアルも含まれます. また､ⅥsualBasic用のプロジ

ェクトファイルも提供できますので､これをご希望の場合はその旨ご連絡ください｡なお､

送料程度の実費のご負担をお願いすることがあります｡

システムのバグなどがあると思いますので､お気づきの方はご一報いただければ幸いで

す｡改訂は難しいかもしれませんが､対処の方法を考えたいと思います｡インス トールが

うまくいかない場合､地図の作成がうまくいかない場合もご連絡ください｡サポー トいた

します｡提供したプログラムの改変は自由ですが､-その結果について責任はもてません｡

なお､SEALを使った言語地図を発表するときは､SEALを使用した旨明示してくださるよ

うお願いします｡また､発表文献などをご送付いただければありがたいです｡
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